
集
会
の
冒
頭
、
地
本
大
沼
委

員
長
は
、
JR
を
始
め
と
し
た
国

内
の
春
闘
の
闘
い
の
結
果
と
国

内
外
の
政
治
・
経
済
情
勢
に
触

れ
た
後
、
「
我
々
の
様
々
な
要

求
獲
得
と
諸
課
題
の
克
服
に
向

け
て
、
各
機
関
に
お
い
て
創
意

工
夫
し
た
取
組
み
が
さ
れ
て
き

て
い
る
。
そ
の
努
力
や
苦
労
、

成
果
を
報
告
し
学
び
合
い
、
次

の
闘
い
に
結
び
つ
け
る
集
会
に

し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

東
北
交
運
共
済
仙
台
事
業
部

伊
賀
所
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
後
、
東
日
本
本
部
松
井
書

記
長
か
ら
経
過
・
情
勢
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。続

い
て
地
本
五
十
嵐
書
記
長

が
、
今
後
の
取
組
み
の
柱
と
し

て
①
組
織
拡
大
、
②
差
別
是
正
、

③
原
発
・
放
射
能
問
題
等
に
つ

い
て
提
起
を
し
た
。

山
形
県
支
部

原
田
委
員
長

▼
豪
雪
も
あ
り
、
春
闘
を
始
め

と
し
た
諸
課
題
に
つ
い
て
十
分

な
意
思
統
一
が
出
来
な
か
っ
た
。

今
後
の
反
省
材
料
と
し
た
い
。

▼
普
段
の
活
動
が
取
り
組
み
に

出
る
。
支
部
活
動
を
活
性
化
さ

せ
、
一
歩
で
も
半
歩
で
も
前
進

で
き
る
よ
う
頑
張
る
。

福
島
県
支
部

佐
藤
書
記
長

▼
国
鉄
闘
争
の
終
結
を
受
け
、

国
労
福
島
県
闘
争
本
部
が
解
散
。

改
め
て
闘
い
の
総
括
が
必
要
。

▼
12
春
闘
。
2
月
4
日
、
春
闘

討
論
集
会
を
開
催
。
春
闘
と
合

せ
新
採
獲
得
の
取
組
み
に
つ
い

て
も
意
思
統
一
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
郡
山
駅
・

信
通
・
保
線
の
各
分
会
で
新
採

獲
得
の
取
組
み
を
展
開
。
郡
山

駅
連
の
取
組
み
で
は
、
他
労
組

が
新
採
者
を
連
れ
去
る
な
ど
強

引
な
扱
い
が
。
地
本
を
通
じ
支

社
に
抗
議
。
郡
山
駅
長
に
も
今

後
の
対
応
を
求
め
た
。

▼
上
野
支
部
と
の
組
織
対
策
交

流
会
を
企
画
。

▼
他
労
組
の
若
手
社
員
の
不
平

不
満
を
組
織
し
、
運
動
を
展
開

し
て
い
く
。

▼
反
原
発
。
福
島
県
民
大
集
会

で
は
1
万
6
千
人
を
結
集
し
成

功
。
各
地
の
組
合
員
に
感
謝
。

▼
放
射
能
問
題
で
団
交
し
て
い

る
の
は
国
労
の
み
。
今
後
も
調

査
活
動
を
強
め
て
い
く
。

宮
城
県
支
部

八
巻
副
委
員
長

▼
12
春
闘
。
賃
金
・
生
活
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
組
み
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
2
月
16
日
、
支
部
総

決
起
集
会
を
開
催
。

▼
3
／
9
・
10
で
は
5
割
動
員

確
保
。
支
社
前
チ
ラ
シ
配
布
で

は
枚
数
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
。

単
産
独
自
で
チ
ラ
シ
配
布
・

集
会
・
デ
モ
は
国
労
だ
け
。
意

義
の
あ
る
行
動
。

▼
職
場
集
会
は
殆
ど
の
職
場
で

実
施
。
現
場
で
の
交
渉
は
「
社

員
の
声
」
の
立
場
で
仙
台
駅
連
・

仙
石
線
駅
連
・
仙
台
建
築
・
仙

台
保
線
・
岩
沼
駅
連
・
小
牛
田

運
輸
区
・
東
工
所
分
会
で
交
渉
、

設
備
改
善
等
が
進
ん
だ
と
報
告

が
。

▼
貨
物
宮
城
で
は
今
年
も
創
意

工
夫
し
た
取
組
み
。
宮
城
野
運

輸
区
・
小
牛
田
運
輸
区
・
仙
石

線
駅
連
分
会
で
分
会
間
交
流
会
。

北
部
現
業
で
も
交
流
会
を
実
施
。

継
続
し
、
分
会
活
動
の
活
性
化

と
組
織
強
化
に
活
か
す
。

▼
賃
上
げ
。
貨
物
は
13
年
連
続

ベ
ア
ゼ
ロ
。
抗
議
行
動
の
最
後

に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
す
べ

き
の
声
。

▼
組
織
対
策
。
1
月
16
日
と
3

月
30
日
に
組
対
会
議
を
開
催
。

5
月
29
日
に
組
織
強
化
拡
大
会

議
で
総
括
す
る
。

▼
反
原
発
。
3
・
11
集
会
等
へ

の
参
加
を
取
り
組
ん
で
き
た
。

放
射
能
問
題
で
は
岩
沼
駅
連
合

を
中
心
に
線
量
調
査
を
実
施
。

会
社
に
も
調
査
を
求
め
て
い
く
。

▼
飯
山
線
踏
切
事
故
の
社
員
解

雇
。
会
社
の
責
任
逃
れ
で
あ
り
、

許
さ
れ
な
い
。
他
労
組
だ
が
処

分
撤
回
の
取
組
み
を
要
請
す
る
。

仙
総
支
部

高
橋
書
記
長

▼
12
年
度
総
合
車
セ
業
務
改
善
。

1
月
25
日
直
外
区
分
見
直
し
提

案
（
△
4
）
。
支
部
・
分
会
業

務
部
が
連
携
し
要
求
集
約
、
3

月
の
4
回
の
団
交
に
つ
な
げ
た
。

▼
12
春
闘
。
春
闘
強
化
に
向
け

昨
年
12
月
に
闘
争
委
員
会
を
設

置
し
4
回
の
開
催
で
意
思
統
一
。

▼
現
場
長
要
請
行
動
。
支
部
は

3
月
7
日
、
総
務
科
に
要
請
。

分
会
で
は
全
て
の
科
で
「
交
渉

の
場
は
な
い
。
現
場
で
聞
く
」

の
姿
勢
。
今
後
工
夫
し
た
い
。

▼
エ
ル
ダ
ー
。
支
部
に
担
当
者

を
配
置
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も

と
に
実
態
調
査
を
実
施
。

▼
学
習
会
・
大
衆
行
動
。
2
月

22
日
、
地
本
役
員
等
を
招
い
て

会
社
施
設
で
春
闘
学
習
会
。
3

月
8
日
は
支
部
総
決
起
集
会
。

9
日
、
10
日
の
行
動
に
つ
な
げ

た
。
（
3
日
間
で
延
１
８
５
人
）

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
分
会
毎

に
温
度
差
。
分
会
集
会
の
開
催

を
要
請
。
車
体
分
会
で
は
地
本

役
員
等
を
招
き
情
勢
認
識
の
一

致
を
図
っ
た
。
プ
ロ
採
用
者
配

属
当
日
、
接
触
で
き
た
が
不
十

分
な
結
果
に
。
支
部
組
対
委
員

会
で
議
論
し
て
い
く
。

郡
工
支
部

橋
本
書
記
長

▼
12
春
闘
。
12
月
、
11
年
度
業

務
改
善
見
極
め
要
求
作
成
か
ら

一
連
の
春
闘
の
取
組
み
が
始
ま

る
。
1
月
25
日
、
11
年
度
見
極

め
交
渉
と
12
年
度
提
案
。
1
月

末
か
ら
2
月
初
旬
に
各
分
会
で

小
集
会
（
10
人
程
度
で
2
時
間

じ
っ
く
り
）
。
3
月
21
日
団
交
。

▼
2
月
2
日
、
春
闘
学
習
会

（
佐
藤
幸
子
さ
ん
講
演
会
）
。

11
日
、
配
転
者
交
流
会
。

▼
現
場
長
要
請
。
3
月
15
日
、

支
部
が
総
務
科
へ
春
闘
要
請

（
対
組
織
で
は
穴
あ
か
ず
）
。

16
日
以
降
、
各
分
会
が
各
科
へ

要
請
（
対
応
あ
り
）
。
ま
た
支

部
は
Ｔ
Ｋ
Ｋ
へ
劣
悪
な
労
働
条

件
改
善
の
要
請
を
行
な
っ
た
。

JR
に
気
兼
ね
し
つ
つ
話
を
聞
く
。

20
日
、
議
論
し
稚
内
物
販
購
入
。

▼
4
月
、
宮
城
野
派
出
全
要
検

対
策
会
議
、
総
務
科
要
請
行
動
。

5
月
、
車
体
分
会
科
長
要
請
。

▼
3
月
9
～
11
の
行
動
は
全
て

5
割
動
員
達
成
。

▼
組
織
対
策
。
門
前
チ
ラ
シ
配

布
で
は
プ
ロ
採
用
全
員
が
受
取

り
。
組
合
説
明
目
的
の
施
設
利

用
は
却
下
。

▼
放
射
能
。
管
理
区
域
以
下
の

レ
ベ
ル
に
あ
る
が
、
年
間
換
算

で
は
1
ｍ
㏜
超
。
会
社
に
要
請

等
行
な
っ
て
い
く
。

▼
少
な
い
組
合
員
と
役
員
。
様
々

な
取
組
み
を
同
時
並
行
で
よ
く

や
っ
た
、
や
り
き
っ
た
。
組
合

員
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
大
き
さ

を
感
じ
た
春
闘
だ
っ
た
。

自
動
車
支
部

北
山
副
委
員
長

▼
12
春
闘
。
9
・
10
両
日
は
遠

隔
地
か
ら
の
結
集
。

2
月
に
夏
季
ダ
イ
ヤ
交
渉
、

51
項
目
の
要
求
。
主
な
も
の
に

深
夜
乗
務
手
当
の
改
善
。
七
北

田
営
業
所
も
昨
年
4
月
に
遡
り

支
払
う
こ
と
で
合
意
。
突
如
他

労
組
が
「
勝
ち
取
っ
た
」
と
掲

示
し
た
た
め
地
本
を
通
じ
抗
議
。

他
労
組
の
や
り
方
に
憤
り
。
掲

示
板
（
情
報
綴
り
）
を
要
求
し
、

2
人
以
上
の
職
場
に
掲
示
。

▼
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
7
人
死
亡

は
組
合
問
わ
ず
「
明
日
は
我
が

身
」
。
ツ
ア
ー
バ
ス
が
問
題
で

は
な
く
、
厚
労
省
の
労
働
基
準

が
甘
い
。
小
泉
・
竹
中
の
規
制

緩
和
以
降
何
で
も
あ
り
。
バ
ス

業
界
は
低
運
賃
、
激
安
の
競
争
。

バ
ス
東
北
も
契
約
社
員
、
プ
ロ

パ
ー
、
出
向
社
員
が
お
り
、
繁

忙
期
は
特
に
要
員
不
足
。
賃
金

が
安
い
契
約
社
員
は
休
日
を
売

り
体
を
酷
使
し
な
い
と
金
に
な

ら
な
い
実
情
。
労
働
時
間
等
に

つ
い
て
、
5
月
中
に
国
交
省
か

ら
答
申
が
出
さ
れ
る
模
様
。

▼
他
労
組
の
様
々
な
妨
害
が
あ

る
が
、
こ
う
し
た
状
況
を
議
論

し
広
め
て
い
か
な
け
れ
ば
現
状

は
変
化
し
な
い
。
安
全
を
守
る

た
め
に
も
粘
り
強
く
頑
張
る
し

か
な
い
。

【
※
編
集
部
注

他
に
も
多
く

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
紙
面

の
都
合
で
次
号
に
掲
載
し
ま
す
】
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5
月
15
日

第
9
回
地
本
執
行
委
員
会

5
月
17-

18
日

第
13
回
東
日
本
軟
式
野
球
大
会

5
月
26
日

第
17
回
地
本
電
気
協
議
会
定
期
委
員
会

5
月
27
日

エ
ル
ダ
ー
職
場
交
流
集
会

5
月
31
日

団
交
（
郡
山
お
忘
れ
物
セ
ン
タ
ー
関
係
）

6
月
2
日

地
域
間
異
動
者
激
励
交
流
会

6
月
9
日

第
7
回
ア
ス
ベ
ス
ト
学
習
会

  
地
方
本
部
は
5
月
12
日
、
青
葉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
12
年
春

闘
の
中
間
総
括
会
議
を
開
催
し
た
。

 
会
議
に
は
各
支
部
と
分
会
代
表
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に
お
い
て

の
総
括
を
持
ち
寄
り
、
賃
金
闘
争
を
は
じ
め
、
労
働
条
件
改
善
や
組
織
問
題

等
、
様
々
な
角
度
か
ら
活
発
な
意
見
を
交
わ
し
、
全
体
で
総
括
。
大
会
ま
で

の
取
組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

報告する北山副委員長



5
月
17
日
～
18
日
、
大
井
ふ

頭
中
央
海
浜
公
園
野
球
場
で
、

第
13
回
国
労
東
日
本
本
部
軟
式

野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
は
、
東
日
本
エ
リ

ア
の
9
地
方
本
部
（
東
京
の
み

2
チ
ー
ム
）
の
10
チ
ー
ム
で
戦

わ
れ
、
前
回
大
会
（
09
年
）
で

は
仙
台
チ
ー
ム
は
3
位
の
実
績

が
あ
る
。

「
今
回
こ
そ
優
勝
を
！
」
と
意

気
込
ん
だ
仙
台
チ
ー
ム
の
成
績

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

仙
台
は
組
み
合
わ
せ
抽
選
の

結
果
、
初
日
ダ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー

の
強
行
軍
。
予
選
１
回
戦
は
自

力
の
あ
る
盛
岡
と
対
戦
。
先
発

の
大
倉
は
調
整
の
時
間
も
な
い

ま
ま
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
り
、
初

回
に
5
点
を
許
す
。
た
だ
尻
上

が
り
に
粘
り
の
投
球
を
見
せ
、

そ
の
後
の
失
点
は
1
。
だ
が
残

念
な
が
ら
見
方
の
援
護
が
な
く
、

結
果
は
1
対
6
の
敗
戦
と
な
っ

た
。「

勝
負
内
容
は
互
角
。
初
戦

の
立
ち
上
が
り
さ
せ
凌
げ
ば
ウ

チ
も
行
け
る
ん
だ
が
・
・
」
と

落
合
監
督
。
前
大
会
で
も
聞
い

た
よ
う
な
・
・
・
。

予
選
2
回
戦
は
強
豪
東
京
Ａ
。

気
持
ち
を
切
り
替
え
胸
を
借

り
る
つ
も
り
で
戦
い
に
挑
ん
だ
。

活
き
が
い
い
助
っ
人
も
加
わ

り
、
触
発
さ
れ
た
の
か
打
線
が

爆
発
。
先
発
阿
部
（
貴
）
も
要

所
を
抑
え
て
無
難
な
投
球
。
ベ

ン
チ
で
の
舌
も
滑
ら
か
だ
。

火
消
し
の
押
切
の
制
球
が
定

ま
ら
ず
追
い
上
げ
ら
れ
た
が
、

10
対
8
で
逃
げ
切
り
1
勝
を
も

ぎ
取
っ
た
。

第
一
の
勝
因
は
キ
ラ
リ
と
光
っ

た
助
っ
人
の
好
球
必
打
と
好
守

備
。
そ
し
て
コ
ー
チ
ャ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
「
将
軍
」
橋
本
（
守
）

の
存
在
だ
ろ
う
。
「
一
体
ど
ち

ら
の
味
方
な
の
か
？
」
と
い
う

激
励
も
あ
っ
た
が
、
と
も
す
れ

ば
重
苦
し
い
雰
囲
気
に
陥
り
そ

う
な
ベ
ン
チ
の
空
気
を
入
れ
換

え
る
絶
妙
の
掛
け
声
は
流
石
だ
。

そ
し
て
英
気
を
養
い
臨
ん
だ

大
会
翌
日
は
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
予

選
1
位
通
過
の
盛
岡
と
予
選
敗

退
が
決
ま
っ
た
水
戸
を
除
い

た
仙
台
・
東
京
Ａ
・
秋
田
が

同
率
2
位
。

規
定
に
則
り
厳
正
な
る
抽
選

の
結
果
、
高
崎
地
本
と
の
3
位

決
定
戦
に
駒
を
進
め
た
。

仙
台
地
本
の
秘
蔵
っ
子
、
安

井
が
先
発
し
、
投
打
に
活
躍
。

打
線
も
主
砲
中
鉢
を
始
め
適

時
打
が
集
中
し
、
試
合
を
有
利

に
進
め
て
い
た
。

だ
が
突
如
雨
雲
が
会
場
周
辺

を
覆
い
、
激
し
い
雷
雨
に
。
直

近
で
何
度
も
落
雷
が
あ
り
試
合

は
中
断
。
だ
が
既
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
使
え
る
状
態
に
な
か
っ
た
。

大
会
事
務
局
の
判
断
で
決
勝

と
3
位
決
定
戦
が
中
止
と
な
り
、

再
度
く
じ
引
き
抽
選
の
結
果
、

仙
台
チ
ー
ム
は
4
位
に
。
ノ
ー

ゲ
ー
ム
の
た
め
、
安
井
の
好
投

も
中
鉢
を
始
め
と
し
た
仲
間
の

好
打
も
記
録
に
は
残
ら
な
か
っ

た
。
だ
が
、
仙
台
ナ
イ
ン
の
記

憶
に
は
今
日
の
ゲ
ー
ム
内
容
は

し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
た
は
ず
だ
。

次
回
こ
そ
。

【
敬
称
略
】

国
労
仙
台
地
本
電
気
協
議
会

は
、
5
月
26
日
、
青
葉
パ
ー
ク

ビ
ル
会
議
室
に
お
い
て
第
17
回

定
期
委
員
会
を
開
催
し
た
。
議

長
に
代
田
委
員
を
選
出
し
、
冒

頭
挨
拶
に
立
っ
た
千
葉
議
長
は
、

「
東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
能
問
題
が
収
束
し

な
い
中
、
職
場
で
は
今
な
お
設

備
事
故
や
車
両
ト
ラ
ブ
ル
等
に

よ
る
輸
送
障
害
が
多
発
し
て
お

り
、
JR
東
の
安
全
・
安
定
輸
送

の
あ
り
方
に
対
し
て
社
会
的
に

も
厳
し
い
批
判
が
出
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
墜
落
死
亡
や
感
電
等

の
傷
害
事
故
も
依
然
と
し
て
発

生
し
て
い
る
。
更
に
大
根
原
踏

切
事
故
で
は
信
通
社
員
2
人
に

対
し
懲
戒
解
雇
処
分
が
出
さ
れ

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
理
由
に

せ
よ
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

労
働
組
合
と
し
て
会
社
の
安

全
体
制
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機

能
が
重
要
で
あ
り
、
会
社
施
策

の
実
施
後
の
検
証
を
電
気
協
議

会
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
も
う
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
東
日

本
電
気
協
議
会
か
ら
高
橋
事
務

長
、
仙
台
地
本
歌
川
副
委
員
長

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
挨
拶

を
述
べ
た
。

議
事
に
入
り
、
経
過
、
会
計

（
決
算
・
予
算
）
、
運
動
方
針

に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

全
て
承
認
さ
れ
た
。
新
役
員
は

以
下
の
通
り
。

議

長

千
葉

薫

副
議
長

堀
切

彰

事
務
長

大
橋

康

（
分
科
長
）

変

電

堀
切

彰
（
兼
）

幹
線
電
力

立
山

昭
仁

在
来
電
力

橋
本

幸
一

通

信

梅
宮

繁

幹
線
信
号

千
葉

薫
（
兼
）

在
来
信
号

菅
原

裕
司

貨

物

小
野

孝
二

事

務

佐
々
木

茂

会
計
監
査

鳶

修
二
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主砲中鉢のナイスバッティングも雨に泣く

大量リードに余裕の阿部（貴）尻上がりに乗ってきた大倉

投打に奮闘した安井速球で押す押切

6
月
2
日
、
東
京
大
井
町
の

「
日
本
海
庄
屋
」
で
第
34
回
地

域
間
異
動
者
激
励
交
流
会
を
地

域
間
異
動
者
6
名
、
仙
台
地
本

か
ら
5
名
、
来
賓
4
名
の
15
名

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
中
島
副
委

員
長
か
ら
は
「
以
前
の
強
制
的

発
令
に
よ
る
、
あ
る
組
合
員
の

退
職
を
機
に
、
地
域
間
異
動
者

同
士
が
交
流
で
き
る
場
を
作
り

支
え
合
お
う
と
い
う
主
旨
で
こ

の
交
流
会
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
は
本
人
希
望
と
い
う
形
で

10
名
の
方
が
お
り
ま
す
が
、
健

康
に
十
分
留
意
し
て
下
さ
い
」

と
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
交
流
会
に
は

昨
年
国
労
に
復
帰
加
入
さ
れ
た

東
京
地
本
上
野
支
部
亀
有
駅
分

会
の
斎
藤
文
男
さ
ん
（
さ
く
ら

ん
ぼ
東
根
駅
出
身
）
と
亀
有
駅

分
会
長
も
参
加
さ
れ
、
加
入
ま

で
の
経
過
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

約
3
時
間
の
交
流
会
で
し
た

が
、
各
参
加
者
か
ら
は
自
分
の

経
歴
や
近
況
報
告
、
現
在
の
思

い
な
ど
の
話
し
が
出
さ
れ
、
楽

し
く
充
実
し
た
交
流
会
で
し
た
。

今
回
も
、
赤
湯
駅
の
鈴
木
幸

春
御
夫
妻
に
は
準
備
を
し
て
頂

き
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

【
中
】斎藤さん（前列中央）を囲んで


